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標準的電子カルテ 推進委員会 

中間論点整理における 検討結果報告 

関連組織・団体の 有機的な 

連携体制の構築 

2005 年 1 月 27 日 

国立大学法人熊木大学 

医学部附属病院 
高田彰 

中間論点整理メモ 

・標準的電子カルテの 推進基盤として、 産・ 

官・学の枠組みで 役割を明確化した 上で 

の関連組織・ 団体の有機的な 連携体制の 
構築を図っていく。 

・標準的電子カルテがもたらすシステム 互 
換性や開発コストの 削減効果をより 大きく 

するために、 開発と導入に 関する経験を 蓄 

積し 、 そのノウハウを 利用する方法を 十分 
考慮する。 



アジェン ダ 

・ 三 HR の観点から 

- 国内の標準化体制整備 

- 公共の医療情報ネットワーク 

ー 三 HR 情報技術のフィージビリティスタディ 

・ e り aPan の観点から 

- 医療分野における 情報技術ロードマップ 

国内の標準化体制整備 

～役割分担の 明確化～ 
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EHR 情報技術の標準化組織 

相互運用性のあ る医療情報システムの 実現 
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な機能を実 (VA 共通サービス )         @ 三近用性区点 桔報 システム )         

VA OMG     

EHR 関連の標準化体制整備 
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Ⅰ国内の EHF@ 標準化に関する 役割の明確化 
穫 海外の EHR 標準化 組綾 とのリ エ ゾン窓口の明確化 

3
 



公共の医療情報ネットワーク 
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産業としての 保健・医療・ 福祉 
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地場ソフトハウスの 活用 

地場通信会社の 活用 
導入したシステムの 
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社会的基盤としての 保健・医療・ 福祉 
十 青軸システム 

  医療情報交換Ⅰ共有の 多チャネル化 
- 将来の連携拡大にっながる 道筋 

  医療情報交換Ⅰ共有のためのシステム 維持管理 
- 運用コストの 負担者不在 

受益者負担での 運用コストの 捻出 
- 受益者が費用を 負担できるコンテンツの 整備 

  公共的情報資産の 明確Ⅰ ヒ 

 
 

  公共的情報資産提供サービスの 仕組み作り 
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三 HR 情報技術のフィージビリティ 
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三 HR 情報技術のフィージビリティ 

・国内の EHR フィージビリティ 実施のための 体 
制が必要。 
- 海外目 HR 情報技術の調査 

- 海外 EHR 情報技術の国内でのフィジビリティ 評価 

- 日 HR に関する標準策定 

- 策定した標準の 妥当性確認 

- 日 HR 導入を促進する 施策 

一 標準適合 ( コンフオーマンス ) 検証のための 体制 

産・官・ 学 連携の目的 

開発・幸人権 検の蓄積 

づ ノウハウ化 

づ倍 報 共有 

づべ ンダーとの共通理解 

システムの共同開発 ，ンステム要件主音 
を 通じた共通部品の 共通ガイドライン 作り 
仕様策定 

「標準」評価・ 策定 

づ ユーザニーズノシーズの 明文化 

づ フィードバックノフィードフオワード 

の仕組み 



l 具体的な進め 方として   

産官学連携の 枠組み 

2005/1/26 

医療分野における 情報技術コードマップ ～ e 一 JaPan の親 耶 ト円目 
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  医療分野における 情報技術ロードマップ 

 
 

・情報処理推進機構が 平成， W7 年「月に発表。 
・「 e-Japan 重点計画 2003 」で示された IT 利 活用重 
視先導 7 分野であ る医療、 食、 生活、 中小企業金 
融、 知、 就労・労働、 行政サービスの 中から応用 
分野として医療を 選択し、 当該分野において 今後 
必要とされるソフトウェア 技術のロードマップを 作 

成する。 
・具体的な タ - ゲット 

ー医療安全性向上のためのソフトウェア 技術 
- 医療知識共有支援システムの 構築 

- 在宅ホームドクター 

・幅広い連携が 必要。 

有機的な連携に 関する提言 

・ EHR 対応に向けた 国内標準化体制の 整備が必要。 
- 海外標準化団体とのリ エ ゾン推進 

- 国内の標準化団体の 連携 

・公共の医療佑輔 ネ                   持 のための仕組み 作り 

-  バリューとプロフィット 

・ 三 HR 関連借 報 技術のフィージビリティのための 体制作り 

  
一 「標準」の調査 / フィージビリティノ 評価 / 策定 

- 「標準」適合の 検証 

・他の組織とのコラボレーション 
- 情報処理推進機構 

- 情報処理相互運用技術協会 




